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る
施
策
の
推
進
」

9
県
政
の
重
点
項
目
一
救
急
管
理
線
長

・
我
婆
隆
氏
は
「
休
日
一

と
し
て
と
D
上
げ
、
そ
の
一
一
療
が
M
H

ミ
一
診
源
に
限
P

ロ
ア
救
急
医
源
全
般
で
い
え
一

ニ
救
急
患
師
」
構
想
~
っ
た
。
運
営
費
一
る
乙
と
の
一
つ
に
、
市
民
の
利
用
方
法
一

補
助
と
し
正
室
で
千
五
百
万
円
を

τも問
題
が
あ
る
」
と
露
す
る
。
氏
一

一
の
懸
を
続
け
て
聞
い
て
み
よ
う
。
一

計

上

。

県

医

師

会

と

の

協

力

体

制

強

一

一

一
「
放
急
医
源
制
度
は
、
三
つ
の
要
素

-

化

、

県

民

に

対

す

る

啓

発

活

動

も

併

せ

一

一

一
か
ら
成
hu
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
一

て

進

め

て

お

り

、

「

来

年

度

か

一

唱

‘

1

一
に
患
者
さ
ん
、
第
二
に
恩
者
さ
ん
伊
扱

ン
ピ
ュ

l
h
Fを
活
用
し
た
県
下
全
般
の
一
一
送
ず
る
機
関
l
l寸
'
な
わ
ち
消
防
庁
、

慧
医
療
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
裏
も
一
そ
し
て
病
院
・
厚
生
省
の
三
つ
で
す
。

開
始
す
る
予
定
で
す
」
(
県
衛
生
部
こ
こ
れ
ら
一
一
一
章
、
通
常
そ
れ
ぞ
れ
独
立

ち
、
「
小
器
」
(
二
十
一
忽
の
一
乙
の
た
め
震
の
聞
か
ら
「
内
秘
、
一
と
い
う
と
と
だ
。

τて
い
る
の
で
す
が
、
乙
と
差
点

一
順
に
な
っ
て
い
る
。
一
小
田
誌
の
憲
医
院
体
制
柔
突
し
て
一
菜
、
こ
の
さ
ニ
憲
病
院
ら
一
う
乙
と
に
な
る
と
、
三
者
間
の
確
実
な

一
乙
の
調
査
結
果
か
ら
も
、
誌
の
み
一
ほ
し
い
」
と
い
う
霊
誕
〈
上
っ
て
一
利
用
状
況
に
つ
い
て
は

「
現
在
統
計
を
一
連
携
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
こ
の

を
対
象
と
し
た
現
在
の
憲
医
療
制
度
一
営
、
こ
れ
裏
け
安
震
が
、
今
一
と
っ
て
い
る
段
階
だ
が
、
な
か
な
か
好
一
八
雲
〉
入
消
防
庁
(
紋
急
車
)
〉

は
実
際
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
食
字
度
で
「
震
の
い
の
ち
と
健
康
等
一
望
」
と
い
う
。
一
↓
〈
厚
生
省
・
病
院
〉
と
い
う
図
式
の

-

h

'

一
皇
、
〈
消
防
庁

viλ
厚
生
省

・
病

ま
十
こ
か

k
、

司

目

一
院
〉
に
関
し
て
は
、
豪
雪
場
合
で

干

A
F
~ノ
B
t
え

J
7‘

}
M
1
4
E
Y

一
す
と
、
コ
ン
ビ

7
タ
処
理
ち
て
ま

一
ず
し
、
何
者
聞
の
会
合
も
定
期
的
に
突

h
f
i
-
-
4

・El
-

-

'

z

i

p

-

-

施
し
て
ま
ず
か
ら
さ
ほ
戸
商
題
が
な
い

↑H
J記
f
h
u
岡
宝

n崎
市

島

こ

・

フ

ミ

一

と
い
え
ま
す
。
問
題
は
、
八
雲
〉
↓

干

'Eιt'「
可

ず

エ

一

儲

月

J
J
P
F
V
叫

が

一

〈
消
防
庁
〉
で
、
両
者
の
結
び
つ
き
は

一
大
分
弱
い
の
で
す
」

東
京
都
の
場
合
は
ど
品
、
ろ
の
か
。
一
を
旬
憾
で
紹
介
す
る
『
休
日
テ
レ
ホ
ン
二
一
名
、
事
務
員
二
名
の
計
八
名
。
一
乙
れ
は
利
用
す
る
側
の
市
民
戸
川
整
凪

新
宿
区
「
区
民
健
康
セ
ン
タ
ー
」
で
今
一
セ
ン
タ
ー
』
を
実
施
し
て
い
た
」
(
同
一
当
セ
ン
タ
ー
の
利
用
感
者
数
は
、
一
一
医
源
制
度
が
あ
ま
D
団
理
解
さ
れ
て
い
な

年
八
月
二
十
一
日
か
ら
発
足
し
た
「
休
一
セ
ン
タ
ー
所
長
・
座
間
男
司
氏
)
と
い
一
日
平
均
数
名
と
意
外
に
少
な
い
。

ζ
の
一
い
こ
と
か
ら
く
る
、
と
務
委
線
国
民
は
鱈

日
夜
間
診
療
」
の
実
際
を
の
ぞ
い
て
み
↑
う
こ
と
だ
が
、
減
西
地
区
(
新
宿
、
目
一
点
に
つ
い
て
座
間
所
長
は
、

「私
P
志
一
っ
て
い
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
私
た
ち

た

。

一

黒

、

世

田

谷

、
中
野
、
杉
並
の
五
区
)
一
に
と
っ
て
も
予
想
外
の
(
息
者
数
の
こ
は
整
凪
医
療
シ
ス
テ
ム
宇
肴
効
に
利
用

乙
の
制
度
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
は
、
一
を
例
に
と
っ
た
場
合
、
比
軟
的
軽
度
の
一
少
な
さ
で
し
て
:
」
と
前
置
き
し
て
一
し
て
い
な
い
と
い
う
乙
と
で
も
あ
る
。

「
従
来
、
日
曜
・
祝
日
の
畳
間
(
午
前
一
急
患
秒
診
療
す
る
(
第
一
次
救
急
医
療
一
そ
の
原
因
を
①
発
足
し
て
聞
も
な
い
の
一
こ
の
指
摘
は
意
外
で
あ
る
と
共
に
重
大

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
)
は
、
急
病
一
体
制
)
都
の
指
定
病
院
は
、
わ
ず
か
三
一
で
、
区
民
に
ま
だ
充
分
P
Rが
ゆ
き
と
一
で
も
あ
る
@

患
者
に
備
え
て
、
休
日
診
療
の
当
番
医
一
病
院
で
、
そ
れ
も
病
院
が
次
々
と
変
わ
一
ど
い
て
な
い
②
最
寄
駅
(
新
大
久
保
一
た
と
え
ば
「
区
民
健
康
セ
ン
タ
ー
」

る
輪
番
盟
~
っ
た
。
一
駅
〉
か
ら
徒
歩
で
約
十
五
分
と
い
う
、
一
の
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
と
裏
ハ
一
フ
の

そ
と
で
、
従
来
の
制
度
を
補
う
形
で
一
交
通
の
便
の
問
題
、
な
P
を
挙
げ
て
い
一
ケ
l
ス
に
な
る
が
、
も
し
、
あ
な
た
の

新
宿
区
独
自
の
、
日
曜
・
祝
日
の
夜
間
一
る
。
一
家
族
が
腹
痛
が
訴
え
た
と
き
と
フ
ず
る

(
午
後
取
持
か
ら
午
後
十
時
ま
で
)
に
一
本
当
に
休
日
夜
間
に
発
病
す
る
人
が
一
だ
ろ
う
か
。
「
す
ぐ
に
一
一
九
番
で
数

そ
れ
も
区
民
健
康
セ
ン
タ
ー
と
い
う
固
一
区
内
で
数
人
程
度
な
ら
当
セ
ン
タ
ー
を
一
急
車
を
績
ん
で
・
」
と
い
う
行
動
を
超

定
し
た
機
関
内
で
応
じ
よ
う
と
い
う
こ
一
設
置
す
る
乙
と
自
依
が
問
題
に
な
る
わ
一
こ
し
た
と
す
れ
ば
、
少
々
問
題
が
あ
る
e

と
で
苑
足
し
た
の
が
、

ζ
の
制
度
。
診
一
弘
知
、
「
突
際
に
は
潜
在
的
な
患
者
一

療
対
象
は
、
熱
が
出
た
D
、
お
腹
が
痛
一
が
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
」
(
座
間
所
一

む
な
ど
の
内
斜
、
小
兜
斜
系
の
疾
思
で
一
長
)
で
あ
hu
な
が
旬
、
利
用
者
数
が
少
一

放
急
車
砕
必
要
と
し
な
い
程
度
の
急
患
一
な
い
の
な
ら
、
な
ん
と
も
モ
ッ
タ
イ
ナ

と

な

っ

て

い

る

。

一

イ

鯖

で

あ

る

。

ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
二
名
、
若
綬
婦
-
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
東
京
消
防
庁

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

-
|
わ
が
国
に
お
け
る
紋
急
車
の
出

動
頻
度
で
あ
る
。
昨
年
一
年
間
で
ピ
l

ポ
!
ピ

l
J
Tと
サ
イ
レ
ン
を
喰
巴
て
疾
走
し
た
救
急
車
は
、
約
百
五

十
四
万
台
に
も
逮
し
、
今
年
九
月
十
日
に
は
、
東
京
消
防
庁
が
昭
和
十
一

年
に
六
台
の
紋
急
車
で
救
急
業
務
を
開
始
し
て
か
会
D

ょ
う
ど
三
百
万
人

目
の
患
者
(
五
歳
の
女
子
)
が
救
急
車
で
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。
三
百
万

人
と
い
?
と
、
静
岡
県
の
人
口
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
救
急
車

の
利
用
者
数
も
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
紋
急
業

務
に
対
す
る
国
民
の
一期
待
も
大
き
く
、
業
務
も
重
〈
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
え
る
。

1
1
そ
ん
な
に
大
切
な
憲
医
療
行
政
な
の
に
、
実
際
に
指
摘
一

さ
れ
る
の
は
い
わ
ゆ
る
「
た
ら
い
ま
わ
し
」
や
、
「
休
日

・
夜
間
診
療
」
一

の
不
備
な
P
で
、
解
決
を
求
め
ら
れ
る
幾
つ
も
の
問
題
点
を
も
っ
て
い
る
一

乙
と
も
事
事
、
こ
れ
に
対
し
厚
生
省
で
は
、
今
年
度
が
呈
一
ヵ
年
計
画
一

を
立
て
、
予
算
も
前
年
度
の
六
倍
強
を
計
上
す
る
な
ど
の
H

大
手
術
M

に
一

夜
hu
組
み
始
め
、
そ
れ
を
受
け
た
各
都
道
府
県
で
も
「
休
日
夜
間
」
診
療
一

や
シ
ス
テ
ム
化
な
P
を
図
り
つ
つ
あ
る
。
一
般
の
要
望
が
行
政
を
動
か
し
一

救
急
医
療
を
変
え
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
一

、グ現
場
H

に

足

を

運

ん

で

み

た

。

一

二
十
一
秒
に
一
件

変りつつある救急医療

一~ご

内
科
婦
人
科
も

O
K

(昭和46年7月初日発行第3種郵便物認可)

茨
木

ま
ず
茨
繍
県
で
乙
の
六
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
す
ご
一
救
急
病
院
」
を
紹
介
し

ょ'つ。乙
の
「
ミ
ニ
救
急
病
院
」
制
度
は

こ
れ
ま
で
の
外
斜
中
心
の
双
急
医
療
に

加
え
、
内
斜
、
小
児
斜
と
産
婦
人
斜
の

診
療
所
・
病
院
が
絞
急
病
院
と
し
て
指

定
し
、
夜
間
の
内
斜
や
子
p
r
B
の
急
患
一
の
数
済
||
つ
ま
D
外
斜
の
患
者
が
中
一
と
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
白
か
ら
一
年

が
診
療
し
て
も
ら
お
う
と
い
予
も
の
一
心
で
、
内
斜
や
小
兜
斜
の
救
急
医
療
指
一
聞
に
お
け
る
数
急
医
療
告
示
機
関
の
夜

で
、
九
月
一
日
現
在
六
十
一
一
機
関
が
ス
一
定
機
関
は
な
く
、
夜
間
の
腹
痛
、
発
熱
一
間
放
急
患
者
〈
六
万
一
、
一
六

O
人〉

タ
l
ト
。
「
今
年
度
は
百
機
関
が
目
一
ゃ
、
子
戸
港
の
突
然
の
発
病
で
も
、
一
の
民
ぷ
D

「
内
斜
」
が
愚
も
多
く
四
十
Mm

標
」
(
県
衛
生
部
医
療
線
)
と
い
う
。
一
「
翌
日
に
し
て
ほ
し
い
」
と
こ
と
わ
ら
一

こ
れ
ま
で
の
整
霞
療
は
、
厚
生
省
一
れ
て
い
ち
安
滅
県
に
お
け
る
毅
急
一

令
に
基
4
6
c
焚
通
事
故
に
よ
る
傷
病
者
-
医
療
の
概
要
『
(
県
衛
生
部
)
に
よ
る

(月 3回発仔10日・ 20日・ 30日)(通治512号)

し 月に酔う

鯛ユママ号

この庭の一重一花

くユ〉

発足した新宿区立「区民健全センターJ

主
婦
(
墓
京
都
調
布
宣
仕
住
)

石
黒
恵
子
さ
ん

今
年
の
春
、
四
歳
に
な
る
私
の
子
ど

も
が
遊
ん
で
い
た
と
き
に
、
間
巡
っ
て

エ
ジ
ピ
ツ
で
目
を
刺
し
た
乙
と
が
あ
D

ま
し
た
。
さ
ほ
P
強
〈
刺
し
た
わ
け
で

は
な
〈
、
目
が
赤
く
充
血
し
た
程
度
だ

っ
た
の
で
す
が
、
心
配
だ
っ
た
も
の
で

病
院
に
つ
れ

τ行
〈
こ
と
に
し
た
ん
で

す。

休む間もなく、救急車出動

鉄
瓶
と
耐
候
性
鋼

鉄
瓶
の
真
黒
な
肌
は
実
は

黒
サ
ピ
。
サ
ピ
が
そ
れ
自
身

膜

t
な
っ
宅
サ
ど
の
進
行
を

防
い
で
い
る
わ
け
で
す
が
、

同
じ
原
理
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
耐
候
性
錫
.
サ
ピ
で

お
化
粧
し
た
サ
ピ
に
滅
ぼ

強
い
こ
の
鉄
、
建
築
、
梼
梁
、

車
両
に
使
わ
れ
て
い
ま
士
、

③稲田.雛搬
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先
生
の
費
用
は
国
で

食

会

私
共
l
l東
京
Y
W
C
A老
人
関
加
働
に
伴
う
老
化
現
象
は
何
人
も
維
持
す
る
と
と
が
で
き
る
と
い

っ
て
を
す
る
わ
け
で
、
今
後
ま
す
ま
す
酷

題
研
究
委
員
会
ー
ー
は
「
生
き
甲
斐
避
け
る

mは
で
き
な
い
が
、
長
い
人
い
る
。
い
ろ
い
ろ
の
障
害
は
老
令
の
し
さ
を
加
え
る
老
人
問
題
は
、
実
は

あ
る
老
年
期
、
活
動
可
能
な
老
年
生
の
経
験
や
習
慣
に
よ
る
判
断
や
対
放
と
い
う
よ
り
は
疾
病
に
よ
る
こ
と
女
性
に
と
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
自
分

期
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
統
け
て
来
応
は
そ
の
衰
え
を
補
う
も
の
で
あ
る
が
多
い
事
。
老
化
の
程
度
に
つ
い
て

自
身
の
問
題
と
し
て
の
取
組
み
が
迫

た
。
乙
と
、
言
葉
を
か
え
れ
ば
「
老
年
期
は
、
非
常
に
個
人
差
が
大
き
い
の
で
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

、

ぬ

詮

一

一

白

一

一

一

年

前

‘

.

，

F

民
語
、
2
3
肝
若
い
こ
ろ
の
蓄
積
が

…

韮
脚
註
，

E長
年
と
ヲ
て
プ
ヌ
ス
に

一

ーィ耐，
r

ョd
v
五
名
の
参

da--司

革

命

頑

、

加
を
得
て
に
お
け
る
短
的
能
力
は
成
熟
期
前

2
3けで
差
期
を
き
め
る
こ
調
査
は
豊
か
な
老
年
期
へ
の
、

‘

行
っ
た
「
場
合
と
逮
つ
ず
単
な
る
嬰
紫
的
能
力
と
は
、
不
適
当
で
あ
る
こ
と
な
P
伊
可
能
な
い
〈
つ
か
の
示
唆
を
与
え
て

有
能
高
令
婦
人
に
関
す
る
調
査
」
の
よ
P
も
、
鐙
宮
な
経
験
を
活
用
す
る
あ
げ

b
れ
て
い
る
。
く
れ
る
。
生
涯
を
通
じ
て
の
生
活
へ

結
果
は
「
最
も
衰
え
の
少
い
高
令
姉
総
合
的
筋
力
に
よ
る
事
が
大
き
い
」
普
は
長
寿
の
シ
ン
ボ
ん
で
あ
っ
た
の
取
組
み
、
そ
の
経
験
の
蓄
積
が
、

人
像
、
最
も
少
い
精
神
的
老
化
の
獲
し
、
そ
の
総
合
的
能
力
は
経
験
の
増
喜
寿
が
今
は
女
性
の
平
均
寿
命
に
な
老
年
期
の
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
か

」
が
提
示

さ

れ

た

。

加

に

よ

っ

て

上
昇
し
、
知
的
活
動
を

hu
、
女
は
男
よ
り
も
五
年
も
長
生
き
え
る
道
で
あ
る
ζ
と
を
繰
返
し
語
つ

海
外
子
女
教
育
に
力
入
れ
る

先
頃
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
で
日
墨
一
回
世
と
さ
れ
る
教
職
員
を
安
定
的
に
確
保

、，

t
E
4

ノ

}

4

h

'

〆

P

一
学
院
が
開
校
し
、
改
め
て
海
外
子
女
教
一
し
、
そ
の
給
与
面
の
処
遇
改
善
の
た
め

こ
二
ノ
、
司
1

J
〉
・
ミ
J
O

一

一

千七
L
J
V
5
t
I
L
5
4
豆
eKGパ
一
育
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
一
そ
の
全
額
相
当
妻
、
都
道
府
県
又
は

.

‘

.

‘

‘

，

b

，
 
.

.

.

.

 

一
い
る
。
商
社
関
係
、
留
字
、
技
術
者
派
一
学
校
法
人
に
交
付
す
る
制
度
を
新
た
に

子
長
も

6
官

、

致

事

へ

一

号

、

海

外

で

草

す

る

日

本

人

は

一

設
け
る
。

.

，

白

'

・

1
・
・
、
一
増
加
の
一
途
で
あ
る
が
、
鰻
大
の
悩
み
一
乙
れ
と
の
関
連
措
置
と
し
て
海
外
に

消
防
庁
調
査
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
一
ま
わ
し
」
に
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
一
は
、
一
一
家
を
あ
げ
て
海
外
生
活
砕
す
る
一
派
遣
さ
れ
る
教
職
員
の
拠
点
と
な
っ
て

年
度
中
の
金
搬
送
人
員
(
約
百
四
十
八
一
る
。
乙
の
「
た
ら
い
ま
わ
し
」
以
外
に
一
際
の
子
P
忘
た
ち
の
教
育
で
あ
る
。
子
一
海
外
子
女
教
育
推
進
の
中
秘
的
機
能
を

万
人
〉
の
う
ち
こ
・
四
%
(
一
一
一
万
四
千
一
も
、
現
在
の
紋
急
医
療
制
度
に
は
幾
つ
一
P
V
B
の
教
育
の
た
め
に
母
親
が
奔
走
一
果
た
す
海
外
子
女
教
育
セ
ン
タ
ー
を
、

SE'

一

人
)
も
の
人
が
、
い
わ
ゆ
る
「
た
ら
い
一
も
の
H

不
精
H

が
あ
る
と
と
は
寧
突
一
し
、
負
担
が
重
な
っ
て
心
臓
マ
ヒ
で
急
一
東
京
学
芸
大
学
に
設
慨
す
る
。
同
時
に

ミ
ミ
苦
言
、
主
主
主
主
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
主
主
主
主
主
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
き
首
長
王
将
司
ミ

3
ミ

5
3
3ミ
ミ
ミ
ミ
ミ

53sgxNEtssミ
ミ
ミ
、
、
主
主
ミ
ミ
ミ
ミ

soass-ミ
S

一
だ
。
一
死
す
る
と
い
う
一
悲
劇
も
生
じ
て
い
る
と
一
大
規
模
日
本
人
学
校
の
雲
の
充
実
を

絞

殺

沼

会

一

一

総

点

目

.

一

敢

然

誌

だ

也

管

辺

一

子

記

さ

ん

が

ハ

μ
の
先
ほ
ど
の
出
血
一
か
さ
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
子
告
が
腹
一
と
と
ろ
が
、
そ
の
日
が
日
間
目
だ
っ
一
私
の
場
合
に
は
、
二
九
脅
で
紹
介
一
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
先
に
紹
介
し
一
い
う
。
一
図
る
た
め
、
校
長
、
教
審
査
立
学

…お
U
V
)子
…
、
一
J
J
l

九
五
一
へ
一
一
ぢ
一
索
以
ぷ
沢
一
で
も
、
す
ぎ
に
救
急
車
を
コ
ー
ル
す
る
一
痛
薬
え
る
と
、
す
ぐ
に
高
と
思
い
一
た
こ
と
も
あ
り
、
近
所
の
限
量
は
金
一
し
て
い
幸
い
た
、
近
所
の
休
日
診
療
↑
た
各
地
の
「
休
日
・
夜
間
」
診
療
制
度
一
海
外
子
女
警
の
問
題
は
、
施
設
、
一
校
か
ら
霊
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
鱒

与叫んよ
ζ

啓一、三八二
j
邑
て

2
4
4
3・b

一
人
も
い
て
、
ま
る
で
タ
ク
シ
ー
と
感
巡
一
込
ん
で
し
ま
う
、
た
む
た
出
血
で
も
一
部
閉
っ
て
い
毒
害
さ
れ
る
と
ζ

一
病
院
の
外
語
門
医
に
一
応
、
診
察
し
一
の
発
足
を
は
じ
め
、
空
省
で
も
昨
年
一
設
備
、
養
不
足
、
教
職
員
の
定
数
と
一
じ
る
こ
と
と
し
、
経
費
と
し
返
額
二

4
4
4
J
t
j
き

ι
一
い
し
て
い
る
の
で
は
、
と
思
い
き
な
一
な
い
の
に
、
露
間
も
し
な
い
で
、
一
ろ
は
あ
幻
ま
せ
ん
。
一
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
翌
三
官
室
長
霊
会
」
互
理
問
題
、
帰
国
し
た
際
の
受
入
れ
体
一
よ
一
二
千
七
百
四
十
八
万
円
妻

一
る
ケ
l
ス
も
た
び
た
び
で
す
。
一
病
院
に
駆
け
込
ん
で
く
る
、
な
ど
も
う
一
た
い
し
た
ケ
ガ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
一
斜
の
救
急
病
院
が
少
な
い
、
と
い
う
の
一
け
、
乙
の
提
-d
に
纂
づ
き
三
ヵ
年
計
画
一
制
等
が
あ
る
。
海
外
勤
務
者
に
同
伴
す
一
し
て
い
る
。

N
病

院

看

驚

主

任

一

い
て
、
一
番
腹
立
た
し
い
の
は
、
宗
一
そ
れ
と
、
こ
れ
も
若
い
お
母
さ
ん
に
一
少
し
医
学
の
常
識
と
豪
華
〈
ら
い
一
し
た
か
ら
、
二
九
番
で
整
軍
事
一
で
は
あ
ま
り
に
心
細
い
か
ぎ
り
で
す
。
一
室
て
、
今
年
度
事
管
理
事
一
る
子
ど
も
た
ち
は
、
過
去
六
年
間
に
二
一

|

帰

国

子

裏

金

等

学

話

題

辻

村

良

子

氏

一

お

母
さ
ん
が
憲
寧
を
あ
ま
り
に
安
易
一
多
い
の
で
す
が
、
医
学
上
の
ま
っ
た
〈
一
は
勉
強
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
一
差
是
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
か
と
い
一
誌
や
内
斜
に
く
ら
べ
て
、
患
者
数
が
一
六
倍
強
、
総
書
二
億
円
喜
多
る
一
倍
違
え
る
勢
い
で
増
加
、
今
後
も
こ
一
等
|
|

実
際
に
憲
医
療
に
た
ず
さ
わ
っ
て
一
に
利
用
し
す
ぎ
る
と
い
う
と
と
で
す
。
吾
織
的
な
知
識
す
ら
な
い
の
に
は
警
一
き
て
も
多
忙
な
私
た
ち
で
す
か
ら
、
一
っ
て
、
放
置
し
て
お
く
の
も
心
配
で
一
少
な
い
と
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
病
一
な
ど
の
抜
本
的
な
改
革
に
乗
り
出
し
て
万
傾
向
は
?
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
一
帰
国
す
る
子
女
妻
入
れ
る
私
立
高

負
担
を
少
し
で
も
軽
〈
し
て
も
ら
う
た
一
・
・
。
一
気
に
は
休
日
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
い
つ
起
一
い
る
。
今
や
救
急
医
奴
行
政
は
、
大
き
一
に
帰
国
す
る
子
p
y
B
遠
の
居
住
地
域
一
等
学
校
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

め
に
も
、
そ
し
て
、
京
当
に
救
急
医
療
一
思
い
切
っ
て
一
一
九
番
し
て
、
休
日
一
乙
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
限
斜
や
一
〈
変
容
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。
一
は
、
東
京
等
の
大
都
市
幽
に
集
中
し
て
一
に
引
き
続
き
国
際
基
督
教
大
学
附
属
高

付

訪

日

伝

説

佳

品

科

持

続

計

約

一

紗

訪

日

時

間

十

;

「

む

し

れ

れ

uu監い
れ
十
警
は
、
乙
室
、
こ
の
一
一
つ
一
日
誌

u
d訪
問

日

町

長

い

ま

す

。

一

い

て

驚

ろ

い

て

し

ま

い

ま

し

た

。

休

日

一

幕

ち

、

そ

れ

が

ど

の

よ

う

に

改

善

さ

一

の

問

題

解

決

の

一

歩

と

し

て

、

次

の

竺

大

学

留

学

校

等

の

受

入

体

制

需

の

そ
れ
と
、
宥
緩
婦
の
質
の
問
題
が
あ
一
診
療
機
関
に
は
、
外
斜
、
内
斜
、
小
児
一
れ
つ
つ
あ
る
の
か
に
注
目
し
、
さ
ら
一
点
施
衡
を
要
求
し
て
い
る
。
一
た
め
、
乙
れ
ら
に
要
す
る
経
費
総
額
六

D
ま
す
。
紋
急
告
示
病
院
に
指
定
さ
れ
一
斜
く
ら
い
で
、
限
斜
や
皮
フ
斜
の
病
院
一
に
、
よ
り
有
効
な
利
用
方
法
伊
熟
知
し
一

1
l在
外
教
育
施
設
教
職
員
派
遣
制
度
一
億
五
千
二
百
九
万
円
を
要
求
し
て
い

て
い
る
開
業
医
院
の
な
か
に
は
、
潜
在
一
は
、
非
常
に
少
な
い
、
と
い
う
ζ

と

だ

一

て

お

き

た

い

も

の

だ

。

の

鉱

充

1
1

一る
。

的
な
君

て
い
る
。
そ
れ
と
、
生
活
の
領
域
l

一=

家
庭
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
面
、
職

一一

業
と
か
ボ
タ
ン
テ
イ
ア
活
動
、
広
い

一z

領
域
を
も
っ
乙
と
の
箆
要
さ
を
指
摘

一

し

て

い

る

。

一

私
共
は
こ
の
調
査
が
筒
っ
て
い
る
一

事
を
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、

一

特
に
若
い
女
性
に
伝
え
た
い
願
い
か
一

ら
、
島
問
と
み
字
氏
に
お
阪
し
て
、
一

次

の

本

を

出

事

荘

。

一

島
田
と
み
子
著
・
東
京
Y
W
C
A

老
人
問
題
研
究
委
員
会
監
修

「
心
鐙
か
な
老
い
」

(
宅
行
所

・
東
京
基
督
女
子
青
年
会

2
5
-
5
4
2
1
)
 

東
京
Y
W
C
A
・
考
合
同
題
研
究

餐
璽
萎
員
畏

wご利用くださし三
毎日の暮らしに
サンワをじようずγ

国内200兵器1丁目&，三和銀行

「
川
U

J

M

干
肯
官
あ
る
朝
、
形

一
川
町
M

一

は

小
さ
い
け
ど
、
紅
色

一

ιr'
一
が
特
に
鮮
や
か
な
朝
顔

-
4
1
r
、一

が
咲
い
た
。
突
は
こ
の

一
リ
ノ
一

朝
顔
も
う
咲
き
尽
し
、

一
日
開
制
一

葉
も
策
ば
ん
で
、
そ
れ

f
l
l、
で

も

一
ヲ
こ
っ
と
小
さ

な
砲
を
つ
け
る
の
が
い
じ
ら
し
〈
放
っ

て
置
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
終
D
と

荻
き
捨
て
た
の
が
板
は
空
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
、
体
に
残
る
養
分
で
最
後
の
一

つ
を
咲
い
た
も
の
で
あ
る
う
。
か
弱
い

花
の
意
外
に
強
〈
、
精
い
っ
ぱ
い
の
命

学
生
き
る
|
|
何
か
心
を
打
た
れ
「
見

て
や
っ
て
お
く
れ
」
と
家
の
者
を
呼
ぴ

集
め
た
の
だ
っ
た
。
指
マ
夏
を
い
た
む

そ
の
夏
と
共
に
生
き
た
、
か
そ
け
き
、

そ
告
白
に
む
レ
ろ
強
烈
な
花
の
こ
乙

ろ
で
あ
ろ
う
か
。

官
官
宵
こ
と
し
の
秋
P
通
え
た
の
は

祭
ば
や
し
の
よ
う
で
あ
る
。
町
会
の
お

み
乙
し
も
例
年
に
な
い
数
の
よ
う
で
あ
一

る
。
若
衆
の
相
官
町
本
格
派
は
も
と
よ
り
一

子
供
た
ち
の
そ
れ
も
威
勢
が
い
い
。
傍
一

ら
に
、
み
こ
し
の
し
き
た
D
を
伝
え
よ
一

う
と
て
か
、
世
話
役
と
い
う
か
古
老
と
一

い
う
か
う
れ
し
そ
う
に
付
き
添
っ
て
い
一

る
。
小
学
校
高
学
年
で
あ
ろ
う
か
、
半
一

数
以
上
が
女
の
乎
で
、
そ
れ
が
主
役
の
一

む
と
く
前
面
に
押
し
出
し
て
る
の
を
見
一

て
思
わ
ず
盛
大
ん
だ
。
銀
座
、
語
、
一

そ
し
て
周
辺
都
市
で
も
、
地
域
恕
自
の
一

計
画
を
立
て
て
盛
大
で
あ
る
.
物
(
も
一

の
)
優
先
の
こ
れ
ま
で
の
風
潮
か
ら
脱
一

皮
し
た
い
心
の
現
れ
だ
ろ
ろ
か
。
人
と
一

人
と
の
連
帯
を
共
に
祭
D
を
祝
い
、
一
一

つ
の
み
こ
し
を
相
で
乙
と
で
確
め
た
い
一

の
で
も
あ
ろ
う
か
。
「
秋
深
し
隣
は
何
一

を
す
る
人
ぞ
」
秋
は
人
恋
し
い
季
節
で
一

あ

る

。

一

官
官
肯
心
の
触
れ
合
い
、
そ
れ
は
統一

白
に
し
て
は
な
い
。
読
み
つ
つ
著
者
と
一

語
D
反
論
し
、
秋
の
夜
を
過
す
時
を
持
一

と
う
。
東
京
の
こ
だ
ま
会
が
ま
と
め
た
一

主
婦
と
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
調
査
を
み
一

る
と
、
平
均
で
五
時
間
二
四
分
、
最
高
一

で
は
十
六
時
間
も
み
て
い
る
。
仕
事
を
一

し
な
が
ら
と
い
う
ケ
l
ス
も
多
い
と
思
一

わ
れ
る
が
、
相
当
な
時
間
で
あ
る
。
何
一

を
み
る
か
と
い
う
閥
い
に
つ
い
て
、
一
一

位
は
「
情
報
源
」
。
二
位
の
「
楽
し
一

み
」
と
六
位
の
「
ひ
ま
つ
ぶ
し
」
は
別
一

の
働
き
と
し
て
も
、
新
聞
、
雑
誌
、
読
一

む
の
か
わ
り
、
家
事
、
医
療
、
教
育
の
一

参
考
に
と
い
う
項
目
が
多
い
の
は
知
識
一

へ
の
志
向
を
示
し
て
い
る
と
み
て
い
一

る
。
し
か
し
テ
レ
ビ
は
一
方
通
行
で
あ
一

る
。
思
考
を
豊
か
に
し
判
断
カ
を
つ
け
一

る
に
は
適
じ
な
い
。
自
分
が
自
分
の
考
一

え
を
持
つ
た
め
に
こ
の
秋
は
、
テ
レ
ピ
一

に
費
す
時
間
の
分
を
続
密
に
さ
い
ま
市
一

て
は
い
か
が
で
あ
ろ
っ
。

一



い
い
音
楽
を
つ
か
む
た
め
に

私
は
十
年
間
、
洗
黙
を
守
っ
た
。

納
得
で
き
る
も
の
が
生
ま
れ
る
ま
で

そ
れ
だ
け
の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。

リ
ザ
ー
ブ
に
も
、
時
に
鍛
え
ら
れ
た

艶
が
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
あ
る
。

て
き
て
い
る
乙
と
は
、
回
避
ヂ
通
じ
て
い
て
紛
争
歩
前
酷
し
よ
う
と
い
う
買
力
白
ア
〆
M
カ
や
ソ
迎
な
P
陵
大
国
白
変
り
由
っ
て
い
る
。
聞
迎
酷
槽
聞
白
仕
事
己
れ
ま
で
多
く
白
場
合
に
斡
盟
白
労
を

の
酎
岡
田
抽
え
ざ
る
帯
力
に
負
-Pと
己
も
む
な
し
く
‘
第
二
次
世
界
大
相
が
拍
車
D
H
r
、
そ
百
田
岬
伊
予
想
さ
ぜ
て
い
由
調
E
4行
う

。

と

る

よ

う

京

め

ら

れ

て

き

た

。

一

九

七

ろ

、

少

〈

な

い

と

い

え

る

。

さ

ら

に

一

ま

っ

た

。

乙

の

旺

曲

に

学

び

つ

つ

、

明

る

白

が

現

型

で

あ

る

.

六

年

現

缶

、

パ

レ

ス

チ

ナ

国

通

休

明

監

O
i国
際
平
和
と
安
全

九
四
八
年
の
国
連
抽
A

宅

、

「

世

同

人

世

田

厩

坦

合

白

暗

法

で

あ

る

困

辿

曹

司

革

審

問

構

を

は

じ

め

と

し

τhヨ
の
平
和

O

E
速
の
栂
成

帽
旦
宮
」
を
揖
択
レ
t
Eと
を
初
出
と
が
サ
ン
ア
一
フ
ノ
シ
ス
コ
A
E
晶

で

起

平

さ

安

全

保

障

理

事

吉

田

常

任

理

事

同

が

粧

持

単

な

い

し

平

和

臨

割

出

問

符

抽

に

し
て
、
七
五
年
「
国
時
同
人
年
」
沙
盛
れ
、
一
九
四
五
年
白
+
舟
尺
園
時
迎
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
と
い
え
ず
ベ
マ
章
二
択
世
界
大
軸
白
勝
者
と
し

R
型
d

れ
て
い
る
圃

2
2同
時
間
に
宮
る
入
植
申
案
裏
返
足
し
た

B

q

あ
白
マ
ツ
手
和
田
よ
う
な
組
宅
て
同
盟
問
同
に
あ
っ
た
と
き
委
さ
れ

O

植
民
地
の

保
障
に
も
豊
田
な
働
き
か
け
を
腕
甘
連
盟
と
回
大
豊
瞳
い
は
、
坦
盟
組
あ
る
・
準
に
よ
る
と
、
軍
に
は
慌
た
、
出
目
安
全
保
障
の
仕
組
は
、
富

独

立

・

人

権

て
き
た
。
さ
島
に
今
回
、
園
時
柱
金
に
的
下
で
は
「
正
当
な
眠
争
」
申
概
念
か
の
六
つ
の
寺
婁
醜
聞
が
あ
る
。
融
会
、
の
間
際
関
係
白
亜
化
に
と
も
な
い
槽
描

聴
捜
史
の
閣
官
な
現
袋
白
一
つ
で
あ

る
開
国
油
田
独
立
白
週
間
哩
L
お
い
て
、

E
三
F
2
2
E
z
-
-
=
-
-
三
E
E
z
-
-
=
-
Z
三
一
三
=
-
E
z
-
-
=
=
=
E
z
-
-
2
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
一
三
-
=
=
一
三
玉
三
-
一

国
連
白
県
し
て
き
も

fa胡
は
非
常
に
大

B

，.，
u
£圃
L
J
Lト
n
M

コp
h
E
ヨ
ア
E
a
h
-
、

言
。
置
託
事
盟
国
会
、
雲
い
ず

o

Z

才
文

k
ト
M

実
?
T
E
躍
さ
式

L

若

手

型

地

主

進

、

費

す

3
一
コ
=
E
z
-
-
-
=
一
E
E
z
-
-
z
=
-
F
E
E
-
-
E
E
-
-
Z
E
-
-
m
一
三
三
三
一
E
z
-
-
=
一
-
Z
E
-
-
E
E
-
-
z
一
三
一
E
E
-
-
-
-
E
E
E
E
-
-
E
E
-
-
z
一

る
た
め
由
開

h
fレ
て
き
た
。
ま
士
、

月
一

国
逮
白
も
う
-
つ
の
盟
樫
な
目
的
白
一

9
一

描

け

る

圧

倒

的

蓄

の

ア
ジ
ア
、
ア
フ
配
色
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
重
で
電
話
事
会
、
書
社
室
聖
し
な
く
な
っ
た
。
そ
白
代
り
に
車
閣
が
つ
は
、
全
て
白
君
人
間
事
業
的

年

一

品

、

妻

子

古

客

車

霊

は

、

正

当

な

耽

争

と

い

う

時

妻

鹿

め

語

審

理

雲

、

国

際

司

法

費

問

.

危

橋

憲

草

し

た

時

、

一

連

白

自

由

毒

亜

ず

る

よ

う

に

助

霊

宇

2
一

上

国
白
昌
吉
帽
が
増
す
に
ヲ
れ
、
間
違
て
お
ら
ず
、
加
盟
国
は
他
白
加
盟
国
に
事
曹
団
な

4
さ
ら
に
回
開
開
括
協
会
「
平
和
睦
押
」
な
い
し
「
平
和
創
世
」
る
己
と
壱
あ
る
a

し
か
し
、

E
れ
ま
モ

5
一

国

務

竺

白

目

的

は

、

軍

基

繁

華

街

秒

問

い

か

け
h

回
れ
て
い
対
す
墨
底
力
に
よ
る
威
か
く
や
そ
白
骨
高
開
通
撃
を
昼
間
盟
問
棚
田
由
主
器
禁
と
ら
れ
て
き
た
。
事
〈
白
閏
属
議
員
会
合
意

清

一
白
平
和
と
聖
生
率
持
す
る
己
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
e

置
を
事

ν
Q雪
求
め
ら
れ
て
い
る
。
が
あ
る
。
組
会
は
置
章
白
型
定
白
臨
囲
「
平
和
訓
睦
」
と
は
、
開
宜
、
仲
介
、
さ
れ
て
き
て
も
、

A
帽
恒
曹
白
申
立

τ

R
一る。

撃

の

時

緊

迫

田

否

、

量

さ

ら

に

連

盟

主

金

一

軍

E
っ
て
内
で
あ
れ
ま
、
い
か
な
る
聞
閣
に
つ
い
斡
血
に
よ
っ
て
耐
争
の
平
和
理
解
決
が
な
さ
れ
た
臨
、
当
酷
国
民
票
宇

I
一
的
意
力
面
禁
掴
揖
に
高
生

E
モ

0
1
生

い

立

ち

い
た
自
に
対
し
、
国
連
で
皇
室

E
E
M、
か
つ
加
問
寝
室
金
重
出
そ

E
Z
E。
「
平
和
睦
捗
の
原
則
革
に
よ
っ
て
国
型
よ

れ
ら
は
た
え
ず
世
界
的
規
樺
白
戦
争
花
園
臨
連
合
白
先
駆
的
存
在
白
国
時
速
は
安
全
樺
陣
崩
事
会
札
お
い
て
、
五
つ
血
布
陣
理
事
会
に
対
し
ず
働
伊
レ
う
る
・
持
」
と
は
敵
対
骨
拍
が
高
司
し
た
聞
に
る
持
動
が
組
ん
で
き
た
事
費
が
あ
る
・

高
艮
ず
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
.
盟
は
、
餌
一

R
世
同
大
一
耽
控
、
各
国
間
四
常
再
盟
申
固
に
よ
っ
て
白
毛
行
匝
ち
ま
た
輯
槙
社
会
開
事
会
は
、
非
常
に
広
平
和
ぞ
回
復
す
る
己
と
と
さ
れ
て
い
る
国
際
間
四
人
帽
保
聞
問
匝
は
、
国
連
白

し
か
し
、
そ
れ
ら
白
面
提
言
が
P
な
由
聴
争
主
購
に
閉
止
す
る
た
め
畦
け
れ
て
い
る
.
己

Eて
回
想
は
、
一
つ
帽
量
霊
貰
っ
て
、
開
持
、
人
口
、
が
、
同
意
匠
別
は
tm痛
な
も
白
で
な
-
ヨ
白
血
岨
と
し
ず
惑
さ
れ
て
い
る
と

D
に
も
、
司
地
的
な
紛
争
に
抑

4
bれ
ら
一
む
匂
し
か
し
、
普
遍
的
な
揖
に
お
白
世
剛
歩
担
っ
て
き
た
が
、
因
追
加
盟
環
境
、
人
梱
そ
の
他
多
散
の
問
題
帯
広
成
い
。
事
軒
組
葺
と
そ
の
特
値
た
ち
は
、
い
え
よ
う
・

ら
れ
る
E
と
に
な
れ
ぞ
き
ず
。
ま
ず
政
拍
一
白
事
費
を
可
崎
な
争
し
め
る
た
め
白
措

犯
を
と
子
る
か
、
特
に
チ
リ
に
お
け
一
置
や
方
法
』
と
い
う
由
が
る
っ
て
、
「
人

る
人
曜
を
と
主
主
.
政
事

ι対
一
岨
を
保
附
す
る
た
注
高
帯
弁
書
を

し
て
開
聞
が
存
わ
れ
、
生
命
克
巳
院
に
一
つ
く
壱
フ
」
と
か
、
「
持
出
歩
禁
止
し

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
チ
リ
世
け
一
ょ
う
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
決
闘
軍
刑

白
岡
田
壱
な
〈
、
世
界
各
国
に
あ
る
白
一
出

τい
ま
す
け
y
旬
、
府
問
、
そ
し
て
南

で
は
な
い
か
、
そ
れ
に
対
し
て
揖
三
番
一
北
白
惜
砂
な
対
立
の
巾
に
あ
っ
て
、
モ

ロ
会
が
向
島
し
な
い
と
い
う
也
は
お
か
一
れ
が
通
学
る
か
告
か
と
い
う

E

し
い
.
人
帽
を
芦
ち
い
う
凪
に
保
陣
ナ
一
は
大
両
院
む
ず
か
し
い
ζ
弁
持
~
と
思
い
ま

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
脅
迂
問
題
と
し
一
す
。
人
唖
畳
別
撤
開
闘
争
事
人
権
白
問

τク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
駅
で
す
。
一
蝿
古
あ
っ
て
、
回
す
る
に
寺
ま
モ
白
栖

轟
閣
と
し
て
『
人
曜

E
び
毒
宜
的
自
由
↑
民
地
の
人
民
白
人
帽
を
と
フ
や
っ
て
保

2以
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〈金曜日〕 (2) 

人
権
と
婦
人
し
焦
点

-

聞新一
人

一

香

里
雲
が
九
月
一
平
忠
告
が
あ
り
、

Z
E重
警

「

皇

室

を

室

長

い

福

一

議

論

裏

わ

さ

れ

る

は

ず

。

5

-
一
ら
開
価
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
鳩
山
外
商
日
本
を
代
聾
し
て
出
席
宮
@
の
が
佳
麗

一
闘
し
て
き
三
F
さ
い
」
と
、
回
避
N
G
一
か
来
年
春
、
軍
帽
に
聞
ず
お
特
別
措
童

相

支

臣

遺

品

、

五

人

目

代

垂

直

哲

学

走

。

季

節

義

宣

互

旦

o園
内
閉
会
塁
(
重
量
・
市
川
宗
聞
か
れ
る
そ
の
器
に
つ
い
て
、
か

4
，
一
て
い
る
。
国
連
に
は
七
つ
の
主
要
書
園
田
出
席
マ
晶
る
.
一
房
枝
氏
)
に
加
盟
し
て
い
る
日
本
開
入
一
な
D
白
時
間
空
か
け
昌
事
に
な
る
で
し

一
有
捕
者
同
盟
、
大
学
問
人
協
会
、
自
主
帰
一
ょ
う
」
と
闘
聞
。

一
λ
誕
樟
膏
時
金
、
日
本
有
暗
嗣
人
ク
ラ
一
匠
耳
肱
子
さ
ん
は
、
検
事
と
い
う
印

一
プ
な
と
十
団
体
の
代
費
削
襲
っ
て
-
一
十
一
融
か
ら
は
ほ
P
湿
い
も
の
柔
か
な
口

一
六
日
〈
月
〉
車
京
都
世
愛
代
々
木
由
一
聞
で
、
拍
手
踊
か
な
棺
喪
主
主

冊
吏
訟
で
一
整
会
ぞ
聞
い
た
.
一
部
ら
皆
よ
う
に
臨
し
た
。

市
川
再
投
香
画
畳
白
あ
い
さ
つ
に
つ
一
「
私
刑
代
賓
と
し
て
出
席
す
る
開
-
一
一

づ
い
丈
外
喜
国
連
君
盟
辺
政
抽
一
番
塁
と
い
う
白
は
、
社
会
、
人
帽
、

田
置
も
由
ま
し
白
曾
曜
を
固
め
可
、
今
度
一
文
侶
に
閉
す
る
観
圏
を
取
り
出
っ
て
い

の
国
連
会
輔
自
輯
喧
白
あ
ら
ま
し
に
つ
一
る
書
画
会
で
す
E
E
と
し
は
、
そ
心
中

い

て

、

一

で

人

掴

と

冊

人

に

鮪

点

が

し

ぼ

ら

れ

る

函
連
由
加
曙
閣
は
一
四
九
ヶ
園
、
E
一
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
.
み
植
と
い
う

と
し
は
南
部
ア
フ
リ
カ
白
問
垣
、
中
東
一
間
極
を
週
巴
て
担
は
大
き
な
車
両
白
対

間
E
、
南
北
問
麗
MM大
き
な
柱
と
な
っ
一
立
と
間
北
白
丹
裂
と
い
う
と
と
か
蹄
じ

一
一
度
目

活
躍
を
期
待

佐藤さんを励ますNGO圏内捕人蚕皿金の会貝たち

国壬~

「元置でがんぼりますJと佳麗さん

め
Awavも
A

v

h

申
'

h

A

T

叩

'h-Am，

日
日
日
日
日
日

HHHH

。
一
私
に
と
っ
て
何
刑
事
罰
い
か
っ
比
較
し
少
し
で
も
良
い
安
い
品
を
l
l
@
溝
口
翠

'a)

..

..

p
ョ

・
，
.
.
.
.
，
歩
と
い
っ
て
い
い
・
型
車
中
野
区
で
は
一
一
四
国
は
あ
め
ま
す
が
一
日
-
日
が
克
費
一
、
置
き
を
い
と
b
ず
、
安
い
品
曲
目
・
五
年
前
「
腕
世
に
か
た
高
」
と

L
E
E
t“;
・

》

tz-
・

ζ

・
・・

J

4

毎

年

「

融

老

町

旦

義

に

「

者

人

白

一

し

官

遣

い

か

け

る

、

前

向

き

で

高

義

援

会

長

え

る

い

う

私

書

白

歴

史

書

さ

や

か

な

白

日
老

永

の

主

張

禁

中

霊

↓

言

語

草

し

て

い

る

o
E
一

2
5
5
;
E
一

、

入

量

1
3
Zにし
長

U
E
Z世
田

…

j
l一
れ

134一一
1
・
…
j
J
J
1
j
-u
…・

J
:
目
、・・・.'

し
は
間
在
宅
「
私
自
い
き
が
い
」
「
一
一
な
い
よ
主
日
々
で
あ
り
た
い
と
君
臨
園
芸
ん
で
や
る
言
語
部
門
喜
7
・
主
人
は
訟

ι

仲
間
と
と
も
に
」
を
盟
閣
と
し
て
ま
と
て
い
ま
す
。
一
、
主
連
と
帽
し
合
い
チ
エ
を
出
し
値
苦
批
訴
す
る
白
が
晶
し
み
園
田
め
〈

十
年
間
と
〈
ら
ベ
百
揖
以
上
の
お
年
帯
D
は
ニ
・
四
国
に
も
ふ
え
て
い
め

to
応
事
八
十
一
名
。
応
聾
す
る
ほ
ど
四
人
は
摘
極
的
で
あ
D
、

世

帯

一

@

小

野

寺

田

=

一

〈

回

)

合

う

り

を

ち

ぎ

る

時

に

は

、

明

日

も

ま

た

己

・
る
・
そ
れ
と
君
、
己
れ
毛
田
制
等
括
和
レ
切
れ
な
い
長
語
審
で
も
あ
る
が
、
そ
の
主
張
は
喜
屋

2
2
2い
・
「
い
き
一
一
わ
れ
わ
れ
著
書
過
去
に
、
露
て
外
出
す
る
と
ま
わ
り
歩
見
わ
た
の
字
で
と
念
じ
る
E
自
明
で
す
・

一
ヂ
白
問
圏
点
が
い
ろ
い
る
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
尋
人
を
い
た
わ
ろ
う
が
ど
軸
白
一
部
を
中
師
匠
白
ζ

と
と
し
玉
、
は
な
え
考
人
問
題
を
考
ニ
酌
か
芸
高
JLあ
る
い
は
信
聞
か
向
か
し
世
置
り
を
長
〈
し
た
自
丹
は
ま
あ
1
@
雨
川
胃
雄
〈
れ
)

」
が
世
し
て
孝
人
に
と
っ
ず
事
ま
し
い
も
白
で
は
な
い
E
と
は
常
輯
と
い
え
る
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
ま
た
開
年
輩
白
人
の
一
つ
目
指
針
と
し
て
択
に
に
開
力
さ
れ

τ、
意
量
あ
る
人
生
を
遥
そ
れ
だ
け
問
理
担
調
が
あ
る
ぞ
と
卑
目
白
向
ま
で
勤
め
を
も
っ
て
い
ま
し

口
っ
て
い
い
が
、
ま
ず
長
時
台
骨
盟
“
雫
き
知
る
こ
と
が
対
簡
白
竺
暁
草
し
て
み

4
2

一
っ
た
棋
聖
宥
で
す
か
ら
、
過
去
四
重
舗
に
な
ら
ず
胴
を
は
っ
て
歩
〈
た
。
幸
@
朝
空
知
古
眼
が
見
え
な
く
な

H
H
H
H
H
U
H
H
H
H
H
H
u
l
u
u
n
u
u
U
H
N
U
H
-

を

望

日

華

)

甲

誓

噛

ず

る

べ

き

だ

@

石

井

ミ

ツ

(

剖

〉

っ

た

白

雪
7
.
阻
匝
出
血
。
見
え
る
う

@
春
木
拝
(
回
〉
ん
。
刊
か
も
っ
と
別
目
、
心
由
里
聞
く
性
き
甚
い

τき
た
。
私
に
は
生
き
が
い
し
ま
し
た
・
〈
そ
し
て
豊
田
が
帽
揮
し
と
且
う
。
私
自
場
合
は
八
+
暗
に
な
っ
た
い
が
い
帽
物
歩
じ
て
い
ま
す
。
租
ち
に
と
意
制
だ
っ
た
史
一
聞
出
h
U
9
鉛
め

中
野
に
匝
揮
を
開
い
た
白
は
大
正
十
し
み
わ
た
る
も
白
ll
例
え
ば
ベ
イ
ゴ
な
Y
考
え
る
金
柑
が
な
か
っ
た
白
か
、
同
居
)

一世
山
事
長
散
骨
レ
て
い
る
・

0
田
上
季
、
が
っ
ち
り
記
事

Z
b問
閣
じ
す
る
乙
と
も
な
く
酒
E
し
て
は
あ
り
雪
程
に
な
P
ま
し
た
。
埋
も

V
M
4

・B
F

-

Y
・
『
「
卜

l
-
-

一
一
季
、

i
F
Zには
2
5
F〈ス
リ

貫

主

審

華

奈

、

匙

に

ま

霊

E
し
い
と
い
っ
て
た
時
間

、

母

-
M
B
』ピ
h
，、、こ

m一
霊

童

話

と

己

る

に

九

中

プ

げ

、

い

〈

自

白

を

落

と

し

て

し

ま

っ

た

・

警

に

出

て

い

っ

t
あ

と

:

等

書

E
H
J
ミ
J
ん

t
U
4
4
-Eー

J
q
p
ι

日一

1
ん
が
あ
る
.
瞳
麗
の
た
白
白
ス

4
T
力
一
杯
コ
マ
を
地
固
に
世
げ
出
す
と
岡
私
巴
Z
誌
に
浪
々
生
号
L
は
い
つ
に
な
っ
た
よ
主
ぶ
ま
ま
で
白
よ
12L

時一

y、
車
に
ま
さ
る
も
白
は
な
い
。
喧
L
、
ひ
も
喜
っ
と
引
〈
.
E
D
引
て
か
ら
、
自
己
を
反
省
す
る
構
会
事
生
活
に
リ
ズ
ム
が
由
来
な
い
の
で
す
.

日
一

自

主

に

は

日

京

警

告

。

量

豊

富

ん

D2る
く

て

も

コ

マ

セ

貫

主

し

て

重

し

な

い

己

何

事

る

3
2
3

AA

、LB
t
-
-
r宮
崎

J
'
r伶
弘
前
、

3
4

一
四
日
誌
諮
れ
な
長
一
長
在
日
十
刊
誌
日
持
続
い
り
仁
川
駐
日
誌

一
弓
場
仁

H

す
』
何
膨
」
ユ
副

号
一

る
与
ナ
シ
パ
症
、
暗
夜
白
片
手
置
、
由
時
う
に
、
欄
一
杯
白
日
キ
で
宇
田
D
開
け
日
持
を
持
っ
て
平
凡
な
週
を
世
々
と
し
空
豆
赤
い
を
唖
じ
さ
ぜ
る
障
な
リ
ズ
ム

マ
一

語
￥
に
も
っ
て
自
立
肱
な
員
を
ま
る
亡
の
裏
一
層
己
モ
ほ
ん
と
う
由
一
生
き
ず
主
事
く
こ
と
を
お
け
る
己
と
で
が
出
し
い
と
、
旬

ι思
手

ま

足

音

士

宮

で

も
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
開
高
也
せ
き
白
韓
国
は
私
白
岡
宅
足
り
て
い
ま
し
た
.
先
苦
慮
史
は
現
地

基

き

を

つ
く
っ
ず
れ
に
両
手
書
し
て
い

マ
一
も
る
た
め
の
掠
桂
で
、
身
障
秒
般
え
る
が
い
だ
と
思
い
ま
す
.
そ
白
ベ
イ
ゴ
マ
あ
る
。
且
白
生
き
が
い
は
己
う
で
あ
る
ま
し
た
。
手
初
め
に
時
間
義
的
て
生
仕
事
に
揖
D
一
望
書
調
坦
L
出
霊
ま
す
。
子
供
が
生
ま
れ
れ
ば
盆
曹
現
地
白
地
置
情
な
ど
査
て
抽
出
て
る
.
阻
む
否
、
者
年
宇
中
社
会
保
障

ユ
一

由

主

宰

書

室

と

も

な

る

.
2
2、
者
い
四
一身
も
心
苦
は
い
な

PHBは
っ
尤
い
己
と
を
い
い
た
括
し
ま
よ

2屈
主
主
し
た
.
し
て
お
り
ま
す
.
盆

H
問
時
中
、
現
は
お
事
官
セ
ー
タ
ー
と
か
柚
な
し
露
関
い
も
白
と
思
主
主
・
見
え
・
基
福
祉
喜
宜
的
な
も
白
、
差

値

m
一

@

山

幸

子

(

位

〉

つ

も

学

金

主

い

白

で

す

@

〈

な

い

。

朝

六

霊

祭

、

部

屋

と

踊

下

白

陪

地

で

抽

聖

踊

自

任

に

既

き

功

あ

り

〉

る

聞

は

酬

は

る

つ

も

り

で

す

・

外

国

白

書

白

書

い

た

も

の

e

ノ
1
ト

一
臨
時
が
あ

れ

宇

乞

れ

で

生

甲

聾

は

+

@

武

川

盆

〈

市

)

@

野

間

ツ

ヤ

〔

引

)

段

白

掃

陣

を

し

〈

盆

弛

白

水

や

句

大

企

@

=

一一滴

文
子

〈
刷
)

塑
ハ
時
に
起
き
、
夜
は
十
時
ば
院
に

@

高

田

市
一
郎
門
田
〉
し
な
が
り
臨
白
申
一
で
著
者
と
対
帽
し

一
丹
か
と
い

2
、
そ
う
は
い
さ
ま
ぜ
昭
和
白
書
ま
で
置
乱
白
三
聖
代
を
}
阜
L
、
七
十
五
眠
白
草
人
登
害
事
、
器
、
勉
強
金

:

)

一

、
早
起
き
し
折
と
み
の
チ

-5を
は
い
主
屯
7
.

計
画
を
た
て
一
回
世
時
間
白
ノ
ル
マ
孤
窪
護
れ
五
重
し
い
。 S茸

@

祖

国

政

一

〈

叩

)

十
年
ほ
ど
刷
、
百
一
昭
に
な
れ
ば
ナ

九
、
二
十
、
二
十
一
世
紀
矛
主
き
た
己

と
に
な
る
と
見
付
き
、
ヨ

i
シ
ニ
+
-

世
紀
を
見
ず
年
ろ
う
め
野
望
M
M
E
じ

た
@
(
心
構
え
と
畏
酷
に
や
っ
t
E
と

白
配
述
が
あ
る
@
)

故
に
良
い
己
と
は
出
来
る
阻

D
東日刊

し
吉
一
一
周
ま
で
も
働
目
る
者
へ
也
精
神

持
力
白
日
々
に
且
白
生
甲
聖
が
あ
る
。

@

吉

原

章
一
(
花
)

土
岨
白
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
.
四
十
八

年
以
降
仕
事
が
な
〈
坦
ん
で
い
ま
す
。

車
職
自
仕
事
な
ら
見
珊
珊
揮
施
工
、

工
事
は
〆
l
ル
ド

τ桂
は
じ
め
何
で
も

伺
北
嗣
民
白
陣
鹿
酷
断
白
植
田
需
、

十
年
位
苦
い
人
白
悼
力
老
保
匠
さ
れ
て

い
ま
す
。
工
賃
白
叩
伺
に
か
か
わ
白
子
身
障
を

動
か
す
E
と
が
噛
一
由
居
間
で
一
ず
.
助

日
て
下
さ
い
.

組
理
隔
も
や
れ
ま
す
。
算
韓
も
計
揮

時
も
匝
用
し
て
い
ま
す
.
現
在
白
状
配

で
は
生
き
が
い
な
い
生
面
で
、
ね
む
れ

な
い
夜
な
ど
班
中
広
起
き
て
外
出
、

二
、
=
宮
町
歩
脅
薗
っ
て
帰
宅
や
っ
と
ぬ

る
拍
車
で
す
.

(揖3岨軍便物匝司〉

、忘

老人の主張

4議 場厳

息
子
た
ち
器
用
た
ち
介

E
、
と
も
か

く
共
通
四
土
世
で
惜
し
合
え
る
よ
う
に

な
っ
た
巴
と
を
甚
ん
で
い
る
。

@

久

慎

重

責

(

門

)

七
十
一
揖
白
置
、
抽
怯
歩
泊
め
た
。

「
何
で
も
よ
い
、
思
い
き
島
大
出
に

キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
つ
ず
晶
粧
品
歩
走
た
ぎ

っ
廿
る
、
そ
白
囲
気
さ
え
あ
れ
ば
:
」

チ
ャ
ー
チ
ル
白
己
申
雪
軍
P
混
り
ゃ
っ

た
.
か
〈
で
ハ
ヵ
年
白
曹
月
は
揮
に
短

い
も
白
に
描
〈
の
も
早
く
な
り
コ

y
も
伊
し
わ
か
り
か
け
た
e

ナ
官
に
五

十
世
臥
上
空
人
に
闘
っ
た
。

私
は
世
〈
と
も
る
と
五
+
名
の
左
L

間
D
た
い
.
そ
れ
ま
で
は
死
ね
な
い
と

、t
L意
じ
て
い
る
。

ζ、、

〈金団園田〉
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伝説

?敏

統
計
と
実
際
に
み
る
休
力

生種目ころはよく走ってもいるのだが

昭和52年 9月 30日

ピ
ア
ニ
ス
ト

発

国

>，. 
J 

壬~

酬

(;Jl坦512号)

よ
い
よ
十
月
十
六
日
ま
モ
と
な
っ
た
。

坤
組
問
高
庁
と
白
共
催
で
、
岡
県
立

博
柏
緬
は
じ
め
各
地
田
博
物
館
、
旧
費

寧
白
協
力
で
紅
型
・
藍
型
老
中
心
に
芭

歯
周
、
布
耕
、
花
瞬
、
ミ
シ
サ
ー
な
ど
あ

蹴
鞠
も
抑
め

b
れ
て
い
る
a

明
紙
特
有
白
眼
的
ν
返
し
間
樺
D
2
1

ム
層
、
温
み
白
あ
る
色
固
と
図
柄
佳
品

あ
か
由
も
D
M
rあ
る
。

写
買
は
E
田
型
紙

会
期
残
h
D

少
な

l
沖
縄
染
色
展

大
固
と
梅
白
沖
縄
に
は
、
個
性
的
な

生
暗
昔
怖
が
控
か
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
.県
色
工
芸
も
、
そ
白
幽
用
品
rrpb-Dで

あ
る
.
サ
ン
ト
リ
ー
芳
両
国
〈
車
甫
都

港
区
控
血
)
は
八
月
末
か
ら
、
!
神
間

白
提
色
l
「
紅
型
(
び
ん
が
た
)
と
藍

型
」
毘
を
聞
い
て
き
た
が
、
ム
扇
も
い

J 

青
木

「
海
の
車
」

需

エレクトロニクスと通信申総合メ カ-

NEC日本電気は、電話をもっと便利に

使っτいただ〈ため申各種の揖器を
開発し、おとEりしています。自動ダイヤJν

装置〈ユーダイやゆもそのUとつ。商売

」ニ手のあなたの世持f<してお{!C，、ください.
・30'与の電話番号を記憶 ・電臣番号白

かけ遣いなし・目本全国.ボタンひとつで

自動ダイヤル・受話穏を上げずにボタンを

押すだけ ・10の轟用で11頼性向上 ・小

型・軽量・スマートなデサイン・番号由記鎗

.追加・変更が雄tニでも間単t二できます.

NEC 
}叫〒冊目高電気

dを

使いやすさ抜群

冷蔵庫・電子レンジ用食品包装フィルム

呉羽化学工業稼武会誌東京都中央区日本橋堀留 1-8
TEし03(662)9611(大代)

'1iJ夢み70

ア
レ
ク
シ
ス
・
ワ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク

アレクシス・ワイ七ノベルク民のプロフィール

・1921年プルヵ・リアのyフィア生まわ」米国〆ュリアード音機際平.
・1!}47年フィラダルフイア智弘事団.'1"ン7..-/νt
レヴ，ン円ート副際2ンタールに媛硲し.やかなダピaーを飾った.

・19511f.突lni貧業活動t中止し、自答t練習のために
・""年スタインバーグ指拷の
ニAーヨークヲ~.鎌田智バァタ仁劇的に再置場.
以後今日£で活姥にT寅靴励んでLる.

.シ.'，ンtl<じめνパ一円ーは広<.Ilt同じもファンIJrn:.tぃ.
・今秋カラ守λベルリン交，夜回t楽臼予定.

磨カ2れた男が選ぶウイスキー

ザ3〆許可rj..，1j'ザープ

¥シ



味のヒミツは厳選された原料ふ
約90日にも及ぶ熟成期間。
厳選された麦芽とホップをたっぷり使い、じっくりと

熟成。オリジナルエキスも寄〈、アフレコーノν度数は約

6.4%(ふつうのヒ~Jνは京(，]4.5%)。副原料には米を使

用し、わたしたち日本人の味の好みにマッチさせました。

…

業

i
「
新
紋
次
郎
は
主
ハ
、
七
歳
時
ス
タ
ー
ト
。
脚
本
議
巴
、
仲
好
調
に
す
べ
品
し
、
早
〈
も
秋
の
澄
夫
人
藤
田
み
ど
り
要
性
司
会
者

向

‘

オ

J
/
/

と
い
宣
言
、
演
じ
る
中
華
央
も
代
夫
人
で
あ
る
。
二
人
の
顔
合
せ
は
人
気
番
組
の
座
に
つ
い
た
感
じ
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コクがあって、まろやかな味。しかも、すっきりとした

飲み心地。味わいのグリ一泊五トノレ〈マインブ1:2イ〉は、

落ちついた雰囲気で楽しむ新しいタイプめピーノν。Eう

ぞ、ゆとりのひとときをマインブbイで……

親しいかたとの語らし、のひととき、
そんな日寺こそマインブ沿イ。

掴容量/350mQ
.標準と思われる小売価格/180円
量販売地域/関東一円・京阪神

地区及び周辺都市・札幌市

及び周辺地区、小樽市


